




























































Key words ：Musical Expression, Puppets, Pleasure
音楽表現の楽しさを生成する授業研究
─ パペットを使った表現活動の事例から ─
Teaching Research to Generate the Joy of Musical Expression

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ライオン：「 マ マって 怒って ば か り だ よ
ねー。たまにはさー・・・。」
皆：「おしまい！」
― 230 ―
埼玉学園大学紀要（人間学部篇）　第10号
ことを望んで表現する。その後、もっと～し
ていればよかったと反省したり、他者の発表
を見て、次の機会には自分の表現の中に取り
入れてみようと気付いたりする。まさに、幼
児と同じ経験をすることで、自ら成長の種を
作り出したのである。
　学生が「楽しさ」を実感することは、彼ら
の卒業後の教育実践の発展につながっていく
ことになると考える。
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